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事前アンケートの結果共有

①目次や各項目の流れについて

・案１の方が情報を探しやすい。

 ・「医療」「福祉」「大学」等わかりやすいカテゴリーを表記すれば案１の並びの
  方が情報にたどり着きやすい

  ・ページの初めから順に読む時には案２の方が読みやすい。

 

②ほしい情報が見つけやすいか
 別紙参照

③情報量について
・文字が多い。具体的な内容は案内先で説明するのがよいと思う。

 ・文字の多さをカバーするためにも、フォントや行間、イラスト、色分けなどの工夫がほしい。
 ・相談先のフロー図などがあれば文字を少なくできるのでは。
 ・情報量が多いのであれば、「乳幼児期から学齢期」「学齢期から青年期」等２冊に分けてはどうか



グループで行うこと

・家族版子どもの発達支援ガイドブックについて、グループに分かれての意見交換を行います。
・司会は部会長、副部会長、書記・発表は事務局が行います。
・意見交換では、「家族が必要な情報と記載している情報がマッチしているか」「困ったときに開いて、情報を見つけ
やすか」などを視点にご発言ください。現在の子どもの発達支援ガイドブックを参考にしていただいて構いません。

タイムライン グループデスカッション

9:46～10：00（14分） ・目次の流れについて
・各項目の内容、流れについて
・情報の検索のしやすさ
・情報や文字の文量について

10:00～10：10（10分） 発表準備 （共有したい内容とホワイトボードに記入）

10：10～10：16（6分） 発表3分×２グループ

グループの意見交換について
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